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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の構造：

【化１】

（式中、ａは、０または１～１２の整数であり；
　　　　ｂは、０または１であり；
　　　　Ｒ２は、５個までのヒドロキシル基で任意に置換される二価Ｃ１－８基であり；
そして
　　　　Ｒ１は、Ｃ１－６アルキルである）
を有するアルキルケタールエステル、ならびに
　有機アンチエイジング剤、有機抗座瘡剤、有機皮膚美白剤、有機紫外線吸収剤、有機日
焼け剤、有機抜け毛防止剤、抗真菌剤、抗フケ作用剤、抗発汗作用剤、抗菌剤、有機医薬
剤、脱毛化合物、染毛剤、有機防虫剤およびその組合せから選択される活性作用物質
を含む個別健康管理用処方物。
【請求項２】
　以下の：
　　（ａ）パラフィン系、ナフテン系または芳香族系鉱油；
　　（ｂ）以下の：
　　　　　４５℃未満の融解温度、
　　　　　少なくとも１９０ダルトンの分子量、
　　　　　アミドまたはエステル基、および
　　　　　少なくとも８個の炭素原子を含有するアルキル鎖、ならびに
　　　　　水９９部中に１部以下の水中溶解度
を有する非イオン性有機化合物；
　　（ｃ）以下の：
　　　　　４５℃未満の融解温度、ならびに
　　　　　水９９部中に１部以下の水中溶解度
を有する非イオン性有機シリコーン化合物；
　　（ｄ）長鎖アルコール；ならびに 
　　（ｅ）蝋
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のうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項１記載の処方物。
【請求項３】
　少なくとも１つの活性物質が溶解される共溶媒混合物を一緒に形成する水ならびに部分
的または完全水混和性アルキルケタールエステルを含む、請求項１または２に記載の処方
物。
【請求項４】
　アルコール相またはアルコール－水相、ならびにアルコール９０重量部中に少なくとも
１０部のアルキルケタールの程度にアルコール中で混和性であるアルキルケタールエステ
ルを含み、アルキルケタールエステルおよび少なくとも１つの活性作用物質がアルコール
相またはアルコール－水相中に少なくとも部分的に溶解される、請求項１～３のいずれか
１項に記載の処方物。
【請求項５】
　水性相および油相を含む乳濁液の形態であり、前記水性相がアルキルケタールエステル
を含み、前記アルキルケタールエステルが部分的にまたは完全に水混和性である、請求項
１～４のいずれか１項に記載の処方物。
【請求項６】
　水性相および油相を含む乳濁液の形態であり、前記油相が前記アルキルケタールエステ
ルを含む、請求項1～４のいずれか１項に記載の処方物。
【請求項７】
　ニトロセルロース、変性コーンスターチ、アクリレート／オクチルアクリルアミド・コ
ポリマー、ポリウレタン－１４およびＡＭＰ－アクリレート・コポリマー、加水分解コム
ギタンパク質、ポリビニルピリジン、加水分解コムギタンパク質／ＰＶＰ・クロスポリマ
ー、ビニルアセテート／クロトネート／ビニルネオデカノエート・コポリマー、ＰＶＭ／
ＭＡ・コポリマーのカリウムブチルエステル、ポリウレタン－１４およびＡＭＰ－アクリ
レート・コポリマー、イソブチレン／エチルマレイミド／ヒドロキシルエチルマレイミド
・コポリマー、ポリビニルピロリジン／ビニルアセテート・ポリマー、アクリレート／ヒ
ドロキシエステルアクリレート・コポリマー、ポリウレタン、ポリビニルメチルエステル
／マレエート、オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレ
ート・コポリマーまたは前記ポリマーのうちの少なくとも１つを含む組合せをさらに含む
、請求項１～６のいずれか１項に記載の処方物。
【請求項８】
　以下の：
　　蝋、
　　軟化剤、および
　　以下の構造：
【化２】

（式中、ａは、０または１～１２の整数であり；
　　　　ｂは、０または１であり；
　　　　Ｒ２は、５個までのヒドロキシル基で任意に置換される二価Ｃ１－８基であり；
そして
　　　　Ｒ１は、Ｃ１－６アルキルである）
を有するアルキルケタールエステル
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を含む蝋様個別健康管理用処方物。
【請求項９】
　前記処方物の総重量を基礎にして０．５～１０重量％の極性化合物をさらに含む、請求
項８記載の処方物。
【請求項１０】
　前記極性化合物が水である、請求項９記載の処方物。
【請求項１１】
　前記アルキルケタールエステルが、エチル－ＬＧＫ、エチル－ＬＰＫ、ｎ－ブチル－Ｌ
ＧＫ、ｎ－ブチル－ＬＰＫまたは前記アルキルケタールエステルのうちの少なくとも１つ
を含む組合せである、請求項８～１０のいずれか１項に記載の処方物。
【請求項１２】
　乳濁液の形態の個別健康管理用処方物であって、以下の：
　　ｉ）連続相および分散相（ここで、前記連続相または分散相は水性相であり、そして
他方が油相である）；あるいは少なくとも２つの共連続相（ここで、前記共連続相のうち
の少なくとも１つは水性相であり、そして前記共連続相のうちの少なくとも１つは油相で
ある）（この場合、前記油相のいずれかは、以下の：
　　　（ａ）パラフィン系、ナフテン系または芳香族系鉱油；
　　　（ｂ）以下の：
　　　　　４５℃未満の融解温度、
　　　　　少なくとも１９０ダルトンの分子量、
　　　　　アミドまたはエステル基、
　　　　　少なくとも８個の炭素原子を含有するアルキル鎖、および
　　　　　水９９部中に１部以下の水中溶解度
を有する非イオン性有機化合物；
　　　（ｃ）以下の：
　　　　　４５℃未満の融解温度、および
　　　　　水９９部中に１部以下の水中溶解度
を有する非イオン性有機シリコーン；
　　　（ｄ）長鎖アルコール；ならびに
　　　（ｅ）蝋
のうちの少なくとも１つを含む）；
　　ｉｉ）以下の構造：
【化３】

（式中、ａは、０または１～１２の整数であり；
　　　　ｂは、０または１であり；
　　　　Ｒ２は、５個までのヒドロキシル基で任意に置換される二価Ｃ１－８基であり；
そして
　　　　Ｒ１は、Ｃ１－６アルキルである）
を有するアルキルケタールエステル
を含む処方物。
【請求項１３】
　前記アルキルケタールエステルが、エチル－ＬＧＫ、エチル－ＬＰＫ、ｎ－ブチル－Ｌ
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ＧＫ、ｎ－ブチル－ＬＰＫまたは前記アルキルケタールエステルのうちの少なくとも１つ
を含む組合せである、請求項１２記載の処方物。
【請求項１４】
　以下の構造：
【化４】

（式中、ａは、０または１～１２の整数であり；
　　　　ｂは、０または１であり；
　　　　Ｒ２は、５個までのヒドロキシル基で任意に置換される二価Ｃ１－８基であり；
そして
　　　　Ｒ１は、Ｃ１－６アルキルである）
を有するアルキルケタールエステル；ならびに
　　付加的な美容的に許容可能な成分
を含む個別健康管理用処方物。
【請求項１５】
　前記アルキルケタールエステルが、エチル－ＬＧＫ、エチル－ＬＰＫ、ｎ－ブチル－Ｌ
ＧＫ、ｎ－ブチル－ＬＰＫ、または前記アルキルケタールエステルのうちの少なくとも１
つを含む組み合わせである、請求項１または１４記載の処方物。
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